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長崎大学は、みなさまと一緒に考えます

みなさまの安全・安心のこと

感染症の研究・教育のこと

長崎の発展のこと

感染症に苦しむ世界の人々のこと

世界に、長崎に、感染症の恐れのない

平和を実現するためにお声を聞かせてください。

（連絡先）
熱帯医学研究所・熱帯医学ミュージアム
堀尾、橋口 電話：095-819-7868
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長崎大学は、みなさまと話し合いながら、
感染症研究・人材育成を考えていきたいと思っています。

[長崎大学の考え方]

21世紀に入り、国境を越える人間の移動はますます増えています。外国人でも日本人でも、外国の空港から羽
田空港経由で、日本の各地にすぐ着く時代です。外国で発生した感染症は、あっと言う間に広がりかねません。

長崎大学は、エボラ出血熱などの危険な感染症の治療薬の研究や研究者の人材育成を行うため、BSL-4施
設の設置計画を進めていきたいと考えています。

地域のみなさまの中には心配や不安を感じている方々がいらっしゃることは、十分に承知しており、今年の２～７
月にかけて有識者の方々にも議論していただきました。（メンバーは本紙下部を参照して下さい。）

[有識者会議における議論のポイント]

この有識者会議における議論のポイントを要約すれば、以下のようになります。

[今後のこと]

有識者会議の資料には、こうも書かれています。

以上を踏まえ、長崎大学は、地域のみなさまにご安心いただくために、

・現在の世界の感染症の現状

・我が国が直面する感染症研究や人材育成の課題

・仮にBSL-4施設を設置する場合、どのように国の関与を担保するのか？

・また、どのような安全対策を講じていくのか？

長崎大学のBSL-4施設の設置計画については、昨今の感染症を巡る諸情勢を踏まえれば、十分に理
解できる一方、地域住民が不安や懸念を示されることも十分に理解できる。

したがって、長崎大学が引き続きBSL-4施設の設置計画を推進するのであれば、地域住民の声に謙虚
に耳を傾けながら行うべきであり、何が何でも設置ありき、という姿勢で進めるべきではない。

今後、長崎県や長崎市との協議、地域住民との双方向のコミュニケーションなどを行いながら、進めて
はどうか。

特に、

○ 国の関与のあり方

○ 施設の設置運営に伴い第三者に被害が発生した場合の補償対応

○ ヒューマンエラー対策やテロ対策を含む安全確保

○ 地域との共生

は、現時点における最低限の残された課題であり、今後、国や県、市の関与の下でその解決を図って

いくべきである。

決して拙速に進めてはならないが、感染症の脅威が高まっていること、こうした施設の稼動までは長時間を

要すること等を踏まえれば（長崎大学によれば、稼動開始までは最短でも約5年かかる。）、地域の方々そ

の他関係者に情報を公開し、率直な意見交換をしつつ、歩きながら考えてはどうか。

参考：有識者会議の委員

加藤 史子 じゃらんリサーチセンター 主席研究員

西條 政幸 国立感染症研究所 ウイルス第一部長

滝 順一 日本経済新聞社 論説委員

寺島 実郎 多摩大学学長

朝長万左男 日赤長崎原爆病院 名誉院長

濱田 篤郎 東京医科大学病院渡航者医療センター 教授

福﨑 博孝 弁護士

蒔本 恭 長崎県医師会長

宮﨑 辰弥 日本労働組合総連合会 長崎県連合会 事務局長

山下 肇 弁護士

吉田 茂視 長崎商工会議所 副会頭

等についてご説明するとともに、みなさまの様々なご意見

をうかがいながら、これからの感染症研究等のあり方を考

えたいと思いますので、遠慮なくご連絡ください。（決して

無理な説得はしません。）

（連絡先）
熱帯医学研究所・熱帯医学ミュージアム
堀尾、橋口
電話：095-819-7868
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Etobicoke, J Hazadous Materials, 93 (2002): 47-66. 
17)

(http://www.utmb.edu/gnl/community/)
http://www.utmb.edu/gnl/about/GNL_Bro09.pdf
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MERS
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17)

(http://www.utmb.edu/gnl/community/)
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BSL-4

1976 BSL-4 1

1988 BSL-4 2

2

1

2004 2

2004 2

11

2 21

BSL-4

USAMRIID: U.S. 

Army Medical 

Research Institute of 

Infectious Diseases, 

Fort Detrick 

1

2004 5

2004 5

5

5 24

BSL-4 1
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2009 3 BSL-4 1

2013 3 BSL-4 Guanarito virus BSL-4

Guanarito virus

5 1

2014

7

3

BSL-4

NIH

1954 2 10

NIH

CDC

2014

12 24

12 22

BSL-4

CDC

BSL-4

BSL-2

21

2015 2

BSL-3

1979 3 BSL-3 100
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2001

2007 10

BSL-3

18

3 2

18

3 3

6

2001

2012 6 BSL-3 CDC SARS 3 CDC's 
Building 18

2007 2008

2014 3 BSL-3 CDC 

influenza division

H5N1 USDA Southeast Poultry Research 

Laboratory SEPRL: 

CDC

H9N2

H5N1

BSL-3 BSL-4

SEPRL H5N1

contamination

2014 6 BSL-2 BSL-3

CDC 62 CDC
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提言

我が国のバイオセ ー フティレベル4 (BSL-4)

施設の必要性について

平成 26 年（ 2 0 1 4 年） 3 月 20 日

日 本 学 術 会 議

基礎生物学委員会・統合生物学委員会・農学委員会・

基礎医学委員会 ・ 臨床医学委員会合同

総合微生物科学分科会

この提言は 、 日本学術会強基礎生物学委員会・統合生物学委員会・農学委員会・基

礎医学委員会・臨床医学委員会合同総合微生物科学分科会の審強結果を取りまとめ公

表するものである。

委員長

日本学術会緩基礎生物学委員会・統合生物学委員会・農学委員会・

基礎医学委員会・臨床医学委員会合同総合微生物科学分科会

笹川 千辱（第二部会員） 一般財団法人日本生物科学研究所常務理事

副委員長 上回 一郎（第二部会員｝ 北海道大学理事・Iii学長

幹 事 小柳 型車夫 （遭機会員） 京都大学ウイルス研究所教被

春日 文子（第二郎会員） 国立医薬品食品衛生研究所安全情報錦畏

山本 正幸｛第二卸会員） 自然科学研究後�lllil舗Ifft長、 基礎生物学研究所所長

今中 忠行｛速機会員） 立命館大学生命科学紛生物ヱ学科教授

江崎．孝行 （連自再会員｝ 鍍阜大学大学院医学系研究科教綬

甲斐知恵子｛違練会員｝ 東京大学医科学研究所教綬

オt 潔 （連自再会員） 東京大学大学院医学系研究科教綬

鈴木 孝仁 （連機会員） 奈良女子大学理学餓教綬

柘植 尚�（連機会員） 名古屋大学大学院生命鹿学研究科教綬

土産 英子（週u再会員） 広島大挙運事· IIJ学長（研究｝

野本 明男（連t障会員｝ 公議財団法人微生物化学研究会微生物化学研究所
所長

森福 義宏 （遣自障会員｝ 金沢大学理工研究織自然システム学系教綬

j度漫 治雄 （遣自障会員｝ 国立感自在症研究所所長

j度漫 信 （連機会員） 筑波大学大学院生命環筑科学研究科教綬

柳 雄介 ｛特任連機会員｝ 九州大学大学院医学研究院教綬

本提言の作成に当たっては、 以下の職員が事務を担当した。

事務局 中員事 責生 多率官（審隊第一担当）

伊？畢 蹴資 参事宮（審自慢第一担当）付参事官繍佐

弁須 ；膏夏 参事官（審.第一担当）｛寸審際専門.付

参
考

資
料

３

参
考

資
料

：
5
7

aa83897660
テキストボックス



参
考

資
料

：
5
8



参
考

資
料

：
5
9



参
考

資
料

：
6
0



参
考

資
料

：
6
1



参
考

資
料

：
6
2



参
考

資
料

：
6
3



参
考

資
料

：
6
4



参
考

資
料

：
6
5



参
考

資
料

：
6
6



参
考

資
料

：
6
7



参
考

資
料

：
6
8



参
考

資
料

：
6
9



参
考

資
料

：
7
0



参考資料４

参考資料：71

aa83897660
テキストボックス



参考資料：72



1

（数字の単位は億円）

参
考

資
料

：
7
3



参考資料：74



経済財政運営と改革の基本方針 2015 

～経済再生なくして財政健全化なし～ 

（平成 27 年６月 30 日閣議決定）（抜粋） 

第２章 経済の好循環の拡大と中長期の発展に向けた重点課題 

４．安心・安全な暮らしと持続可能な経済社会の基盤確保 

［３］ 暮らしの安全・安心（治安、消費者行政等） 

治安や海上保安の人的・物的基盤と国際的ネットワークの強化や、外国語、

外国文化に精通した人材の確保、養成など国際的対応力の向上を図るととも

に、アジアを中心とした法制度整備を支援する。また、海洋の安全及び権益の

確保、危機管理機能の確保、国際的な対応を含む感染症対策 51、総合法律支援な

ど頼りがいのある司法の確保、死因究明体制の強化、犯罪被害者等支援のため

の施策の充実、交通安全対策、自殺対策、宇宙インフラの整備・活用、水資源

の安全確保、小型無人機対策等を推進する。  

51 エボラ出血熱、中東呼吸器症候群(MERS)等の対策を含む。  
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